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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第１四半期連結
累計期間

第18期
第１四半期連結
累計期間

第17期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 946,247 901,1153,533,013

経常利益（千円） 97,932 76,600 323,810

四半期（当期）純利益（千円） 43,070 45,942 145,692

四半期包括利益又は包括利益（千円） 69,431 26,326 178,831

純資産額（千円） 3,639,5263,711,3213,748,927

総資産額（千円） 5,256,6984,964,1065,122,329

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 1,684.211,796.535,697.13

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 69.2 74.8 73.2

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 198,650△47,777 499,984

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △26,022 △7,488 △53,349

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △88,172△103,489△286,318

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,215,7611,129,7621,291,783

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景として、景気が緩やかに持ち

直しているものの、欧州債務危機や長期化する円高などから依然として先行きは不透明な状況となっております。　

　当社の関連する業界におきましては、平成24年４月１日より福祉用具専門相談員に対し、利用者の心身の状況や環

境、福祉用具貸与の目標などを記載した「福祉用具サービス計画」の作成が義務付けられました。

　このような事業環境の中、当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、大手レンタル事業者が取り扱う

ＯＥＭ製品シリーズの受注が本格的に始まりました。

　中国子会社では、北京市や上海市で開催された福祉用具展示会に出展し、販売代理店の確保に努めました。　

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、新規ＯＥＭ製品の販売があったものの、既存製

品の生産の遅れに伴う出荷時期のずれ込みなどにより、901百万円（前年同期比4.8％減）となりました。営業利益

につきましては、一般管理費の増加に伴い96百万円（前年同期比21.6％減）、経常利益は76百万円（前年同期比

21.8％減）、四半期純利益につきましては、45百万円（前年同期比6.7％増）となりました。

　セグメントの業績は、日本では売上高899百万円（前年同期比4.6％減）、セグメント利益86百万円（前年同期比

39.8％減）、中国では売上高353百万円（前年同期比17.0％増）、セグメント利益6百万円（前年同期はセグメント

損失32百万円）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

162百万円減少し、1,129百万円（前年同期は1,215百万円）となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間における営業活動の結果、使用した資金は47百万円（前年同期は198百万円の獲得）と

なりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益が76百万円、法人税等の支払額が141百万円あったことによる

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は7百万円（前年同期は26百万円の使用）とな

りました。これは、主に有形固定資産の取得による支出が5百万円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は103百万円（前年同期は88百万円の使用）と

なりました。これは、主に配当金の支払額が62百万円、短期借入金の減少額が36百万円あったことによるものであり

ます。

　

(3）研究開発活動

  当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、15百万円（前年同四半期は13百万

円）であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000

計 80,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
　発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,200 27,200
東京証券取引所

(マザーズ)

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。

計 27,200 27,200 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

　

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 27,200 － 1,484,550 － 1,516,900

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社カワムラサイクル(E02264)

四半期報告書

 4/17



（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　ります。

 

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　1,627 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  25,573 25,573

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 27,200 － －

総株主の議決権 － 25,573 －

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社カワムラサイ

クル　

神戸市西区上新地３丁目

９番１　
1,627 － 1,627 5.98

計 － 1,627 － 1,627 5.98
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,532,350 1,371,837

受取手形及び売掛金 ※
 721,103

※
 724,778

有価証券 10,179 10,181

商品及び製品 268,718 237,814

仕掛品 141,068 81,461

原材料及び貯蔵品 319,089 380,829

繰延税金資産 38,607 39,729

その他 100,583 143,507

貸倒引当金 △1,058 △1,100

流動資産合計 3,130,642 2,989,039

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 724,926 705,595

機械装置及び運搬具（純額） 125,535 114,366

土地 1,028,166 1,028,166

その他（純額） 19,338 19,899

有形固定資産合計 1,897,967 1,868,028

無形固定資産 27,009 41,432

投資その他の資産

投資有価証券 17,018 15,800

繰延税金資産 16,694 17,852

その他 35,839 34,796

貸倒引当金 △2,842 △2,842

投資その他の資産合計 66,709 65,606

固定資産合計 1,991,686 1,975,067

資産合計 5,122,329 4,964,106
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 149,964 153,654

短期借入金 695,000 659,000

リース債務 22,453 21,981

未払法人税等 157,476 44,295

賞与引当金 49,560 27,804

デリバティブ負債 82,317 73,150

その他 145,287 208,451

流動負債合計 1,302,060 1,188,337

固定負債

リース債務 11,979 5,734

退職給付引当金 49,919 51,805

負ののれん 9,209 6,907

その他 233 －

固定負債合計 71,341 64,446

負債合計 1,373,402 1,252,784

純資産の部

株主資本

資本金 1,484,550 1,484,550

資本剰余金 1,516,900 1,516,900

利益剰余金 928,568 910,578

自己株式 △136,696 △136,696

株主資本合計 3,793,321 3,775,331

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,855 1,974

為替換算調整勘定 △47,250 △65,984

その他の包括利益累計額合計 △44,394 △64,010

純資産合計 3,748,927 3,711,321

負債純資産合計 5,122,329 4,964,106
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 946,247 901,115

売上原価 510,240 483,065

売上総利益 436,007 418,049

販売費及び一般管理費 312,340 321,123

営業利益 123,667 96,926

営業外収益

受取利息 86 53

受取配当金 171 181

受取家賃 1,020 1,095

デリバティブ評価益 － 9,167

負ののれん償却額 2,302 2,302

その他 4,686 2,643

営業外収益合計 8,267 15,442

営業外費用

支払利息 3,072 1,780

為替差損 29,692 32,978

デリバティブ評価損 877 －

その他 359 1,010

営業外費用合計 34,001 35,768

経常利益 97,932 76,600

税金等調整前四半期純利益 97,932 76,600

法人税、住民税及び事業税 66,160 32,451

法人税等調整額 △11,293 △1,793

法人税等合計 54,867 30,658

少数株主損益調整前四半期純利益 43,065 45,942

少数株主損失（△） △4 －

四半期純利益 43,070 45,942
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 43,065 45,942

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 191 △881

為替換算調整勘定 26,174 △18,734

その他の包括利益合計 26,366 △19,615

四半期包括利益 69,431 26,326

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 69,436 26,326

少数株主に係る四半期包括利益 △4 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 97,932 76,600

減価償却費 20,437 20,009

負ののれん償却額 △2,302 △2,302

貸倒引当金の増減額（△は減少） 32 41

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,421 △21,756

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,961 1,886

受取利息及び受取配当金 △258 △234

支払利息 3,072 1,780

為替差損益（△は益） 976 94

デリバティブ評価損益（△は益） 877 △9,167

売上債権の増減額（△は増加） △790 △4,774

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,749 16,857

仕入債務の増減額（△は減少） 23,020 △1,004

その他 126,779 17,413

小計 226,569 95,445

利息及び配当金の受取額 258 234

利息の支払額 △3,073 △1,793

法人税等の支払額 △25,104 △141,664

営業活動によるキャッシュ・フロー 198,650 △47,777

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40,612 △36,510

定期預金の払戻による収入 25,710 35,000

有形固定資産の取得による支出 △10,441 △5,827

無形固定資産の取得による支出 △529 －

投資有価証券の取得による支出 △149 △151

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,022 △7,488

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △9,500 △36,000

長期借入金の返済による支出 △12,703 －

リース債務の返済による支出 △4,575 △5,226

配当金の支払額 △61,393 △62,262

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,172 △103,489

現金及び現金同等物に係る換算差額 735 △3,266

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 85,191 △162,021

現金及び現金同等物の期首残高 1,130,569 1,291,783

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,215,761

※
 1,129,762
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

　 前連結会計年度
（平成24年３月31日）　

当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）　

　受取手形 10,423千円 7,943千円
　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

現金及び預金勘定 1,357,636千円 1,371,837千円

有価証券勘定 10,174 10,181

預金期間が３か月を超える定期預金 △152,049 △252,256

現金及び現金同等物 1,215,761 1,129,762

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

　
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月２日

取締役会
普通株式 63,932 2,500平成23年３月31日平成23年６月９日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

　
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月２日

取締役会
普通株式 63,932 2,500平成24年３月31日平成24年６月７日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 日本 中国 合計

売上高    

外部顧客への売上高 942,220 4,027 946,247

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 297,799 297,799

計 942,220 301,826 1,244,047

セグメント利益又はセグメント損失 143,394 △32,729 110,665

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）　

利益 金額 　

報告セグメント計 110,665 　

セグメント間取引消去 △1,191 　

棚卸資産の調整額 14,194 　

四半期連結損益計算書の営業利益 123,667 　

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 日本 中国 合計

売上高    

外部顧客への売上高 899,192 1,923 901,115

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 351,136 351,136

計 899,192 353,059 1,252,251

セグメント利益 86,389 6,493 92,883

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）　

利益 金額 　

報告セグメント計 92,883 　

セグメント間取引消去 1,033 　

棚卸資産の調整額 3,010 　

四半期連結損益計算書の営業利益 96,926 　

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによるセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 1,684円21銭 1,796円53銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 43,070 45,942

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 43,070 45,942

普通株式の期中平均株式数（株） 25,573 25,573

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

 

２【その他】

　平成24年５月２日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・63,932千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・2,500円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成24年６月７日

（注）平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成24年８月10日

株式会社カワムラサイクル    

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西原　健二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田林　一毅　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カワムラ

サイクルの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワムラサイクル及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

　当社（四半期報告書提出会社）が、別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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